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〇
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世
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禪
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に
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け
る
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の
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容
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桃
源
瑞
仙
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史
記
抄
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一
六
二

は
じ
め
に

桃
源
瑞
仙
（
一
四
三
〇
～
一
四
八
九
）
は
室
町
中
朞
の
臨
濟
宗
の
僧
で
あ
る
。
桃

源
は
衟
號
、
瑞
仙
が
法
諱
で
、
別
に
竹
庵
、
蕉
雨
、
蕉
了
と
も
號
し
た
。
當
時
の

五
山
禪
林
の
講
抄
活
動
に
お
い
て
名
を
成
し
た
一
人
で
、『
百
衲
襖
』『
史
記
抄
』

『
三
體
詩
抄
』『
蕉
雨
餘
滴
』
な
ど
數
多
く
の
抄
物
・
著
作
が
傳
わ
る
。
そ
の
代
表

作
『
史
記
抄
』
は
桃
源
み
ず
か
ら
の
講
義
を
門
人
の
季
玉
承
球
と
と
も
に
整
理
し

た
も
の
で
、
中
世
の
口
語
だ
け
で
な
く
、
中
世
日
本
の
史
學
や
叢
林
の
學
風
を
反

映
す
る
貴
重
な
史
料
と
し
て
全
文
の
飜
刻
、
版
本
の
複
製
が
な
さ
れ
、
硏
究
者
た

ち
の
關
心
を
集
め
て
き
た
。
本
抄
に
關
す
る
硏
究
は
、
國
語
學（

１
）を
は
じ
め
、
文
學（
２
）、

史
學（

３
）、
醫
學（

（
（

な
ど
の
分
野
に
ま
で
波
及
し
て
い
る
。

し
か
し
、
桃
源
が
『
史
記
』
を
講
抄
す
る
際
、
史
書
や
詩
文
、
醫
書
を
參
照
し

た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
經
書
や
朱
子
學
（
宋
學
）
の
內
容
を
大
い
に
引
用

し
て
い
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
㊟
目
さ
れ
て
い
な
い
。
足
利
衍
述
『
鐮
倉
室

町
時
代
之
儒
敎（

５
）』
で
は
桃
源
に
よ
る
『
易
經
』
の
抄
物
『
百
衲
襖
』
を
取
り
上
げ

て
そ
の
儒
學
を
論
じ
て
い
る
が
、『
史
記
抄
』
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
觸
れ
て
い

な
い
。
蔭
木
英
雄
は
、
桃
源
は
經
史
學
を
用
い
て
『
史
記
』
の
本
文
を
㊟
釋
し
て

い
る
と
指
摘
し
た
が（

６
）、
詳
し
い
論
述
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
今
泉
淑
夫
の

『
桃
源
瑞
仙
年
譜（

７
）』
は
從
來
の
硏
究
を
ふ
ま
え
て
『
史
記
抄
』
は
『
史
記
』『
漢

書
』
二
つ
の
閉
鎻
的
な
學
統
を
統
合
し
た
と
し
て
、
そ
の
畫
朞
的
な
意
味
を
論
じ

た
も
の
の
、
儒
學
、
特
に
朱
子
學
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
し
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
『
史
記
抄
』
の
中
の
儒
學
・
朱
子
學
の
內
容
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん

ど
㊟
意
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
抄
は
中
世
の
叢
林
ま
た
は
漢
學
界
全
體
に
お
け
る

朱
子
學
の
受
容
や
儒
學
の
硏
究
狀
況
の
一
部
を
把
握
す
る
た
め
の
貴
重
な
㊮
料
と

思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
『
史
記
抄
』
中
の
朱
子
學
關
連
の
記
述
を
檢
出
し
、

そ
の
意
味
を
考
察
し
た
い
。

な
お
、
本
稿
で
は
『
史
記
抄
』
の
本
文
は
龜
井
孝
・
水
澤
利
忠
『
史
記
桃
源
抄

の
硏
究
』
本
文
篇
全
五
册
（
日
本
學
術
振
興
會
、
一
九
六
七
年
）
を
用
い
、
引
用
の

あ
と
の
括
弧
に
そ
の
册
數
と
ペ
ー
ジ
數
を
入
れ
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
句
讀
點

に
つ
い
て
は
㊜
宜
改
め
た
所
が
あ
る
。

一
　『

記
抄
』
中
の
朱
子
學
關
連
の
內
容

桃
源
の
『
史
記
抄
』
は
從
來
、
室
町
時
代
の
口
語
や
史
學
を
考
察
す
る
貴
重
な

㊮
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
こ
に
は
朱
子
學
關
連
の
記
述
內
容
が
多
數

中
世
五
山
禪
林
に
お
け
る
朱
子
學
の
受
容

　
　

―
桃
源
瑞
仙
の
『
史
記
抄
』
を
中
心
に

�
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中
世
五
山
禪
林
に
お
け
る
朱
子
學
の
受
容

一
六
三

一
六
七
～
一
二
三
〇
）
は
朱
熹
の
講
友
蔡
元
定
（
一
一
三
五
～
一
一
九
八
）
の
子
で
あ

り
、
朱
熹
の
作
業
を
繼
承
し
て
『
書
集
傳
』
を
完
成
さ
せ
た
。
陳
澔
（
一
二
六
〇

～
一
三
四
一
）
は
元
の
儒
者
で
あ
り
、
そ
の
父
陳
大
猷
（
一
一
八
八
～
一
二
七
五
）

が
師
事
し
た
と
い
う
「
雙
峰
先
生
」
は
宋
の
儒
者
饒
魯
（
一
一
九
三
～
一
二
六
四
）

で
あ
る
。
饒
魯
は
李
燔
（
一
一
五
六
～
一
二
二
五
）
お
よ
び
黃
榦
（
一
一
五
二
～
一
二

二
一
）
の
も
と
で
學
び
、
朱
熹
が
再
建
し
た
白
鹿
洞
書
院
を
運
營
し
た
經
歷
も
あ

る
。
李
燔
と
黃
榦
は
朱
熹
の
門
人
で
あ
り
、
特
に
黃
榦
は
朱
熹
の
女
婿
と
し
て
も

知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
陳
澔
は
朱
熹
の
四
傳
の
弟
子
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の

ほ
か
、
倪
士
毅
（
一
三
〇
三
～
一
三
四
八
）
の
『
四
書
輯
釋
』、
王
元
善
の
『
四
書

通
考
』、
程
復
心
（
一
二
五
七
～
一
三
四
〇
）『
四
書
章
圖
纂
釋
』、
さ
ら
に
朙
初
の

『
五
經
大
全
』（「
六
經
ニ
各
大
全
ト
云
カ
出
タ
ソ
」
と
い
う
の
は
『
五
經
大
全
』
の
こ
と

で
あ
ろ
う
）、『
四
書
大
全
』
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
。

本
抄
で
は
朱
子
學
關
連
の
著
書
を
紹
介
す
る
ほ
か
、
實
際
に
朱
熹
自
身
の
著

作
を
し
ば
し
ば
引
用
す
る
。
以
下
に
見
る
よ
う
に
、
朱
熹
の
『
論
語
集
㊟
』『
孟

子
集
㊟
』『
論
語
或
問
』『
孟
子
或
問
』『
朱
子
語
類
』『
㊮
治
通
鑑
綱
目
』『
詩
集

傳
』『
易
學
諬
蒙
』『
家
禮
』
な
ど
の
記
述
が
引
か
れ
、
さ
ら
に
は
『
四
書
大
全
』

『
五
經
大
全
』
な
ど
朱
子
學
の
多
く
の
著
作
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

２　
『
通
鑑
綱
目
』（『
資
治
通
鑑
綱
目
』）

桃
源
は
『
史
記
』
本
文
を
㊟
釋
す
る
際
、『
㊮
治
通
鑑
』『
左
傳
』『
歬
漢
書
』

「
史
記
三
家
㊟
」
な
ど
の
史
書
を
よ
く
利
用
し
て
お
り
、『
通
鑑
綱
目
』
關
連
の
引

用
も
三
ヶ
所
あ
る
。

ま
ず
「
秦
始
皇
本
紀
」
の
冐
頭
に
、

通
鑑
ハ
溫
公
カ
著
タ
ヲ
、
朱
文
公
ニ
至
テ
綱
目
ト
テ
、
其
ノ
事
ヲ
題
目
ノ
樣

ニ
出
テ
、
其
下
ニ
㊟
ノ
樣
ニ
兩
行
ニ
通
鑑
ノ
文
ヲ
載
テ
、
綱
目
ヲ
ハ
、
夫
子

ノ
春
秋
襃
貶
ニ
象
ソ
。
其
次
ヲ
ハ
、
左
傳
ナ
ン
ト
ニ
象
ソ
。
溫
公
カ
製
作
ノ

檢
出
で
き
る
。
ま
ず
、
そ
れ
ら
を
槪
略
列
擧
し
て
み
よ
う
。

１　

朱
子
學
關
連
註
釋
書
引
用
の
概
略

た
と
え
ば
「
吳
太
伯
世
家
」
の
卷
頭
に
、

周
易
ト
毛
詩
ト
左
傳
ト
ヲ
ハ
、
朱
晦
庵
親
註
之
、
尙
書
命
蔡
沈
爲
之
傳
、
禮

記
命
陳
澔
爲
之
集
說
、
周
禮
ハ
可
行
于
今
世
乎
ト
云
テ
、
イ
ロ
ワ
レ
ヌ
ソ
。

（
本
文
篇
二
、
三
九
三
頁
）

と
あ
っ
て
、『
周
易
』『
毛
詩
』『
左
傳
』
の
朱
熹
㊟（
８
）と
蔡
沈
の
『
書
集
傳
』、
陳
澔

『
禮
記
集
說
』
に
觸
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
儒
林
列
傳
」
の
末
尾
で
は
、

宋
朝
ニ
至
テ
、
周
茂
叔
二
程
先
生
以
下
、
晦
庵
ニ
及
テ
、
繼
絕
世
性
學
、
朙

漢
唐
諸
儒
未
發
之
妙
、
集
而
大
成
也
、
於
是
朱
夫
子
採
先
儒
之
㊟
解
。
易
ニ

ハ
、
本
義
諬
蒙
ノ
二
書
ア
リ
。
詩
ニ
ハ
集
傳
ア
リ
。
春
秋
ニ
集
㊟
ア
リ
。
尙

書
ハ
、
弟
子
蔡
沈
カ
多
述
舊
聞
集
傳
ヲ
作
ル
ソ
。
本
受
先
生
之
命
、
述
ス
ル

ナ
リ
。
二
典
禹
謨
ハ
、
先
生
蓋
嘗
正
手
澤
尙
新
ト
云
ソ
。
禮
記
ハ
陳
澔
カ
作

集
說
ソ
。
陳
澔
カ
先
君
ハ
、
師
事
雙
峰
先
生
十
㊒
四
年
、
所
得
於
師
門
講
論

甚
多
、
中
罹
煨
燼
隻
字
不
肖
孤
僭
不
自
量
會
萃
衍
繹
、
而
附
以
臆
見
之
言
、

名
禮
記
集
說
ト
シ
タ
ソ
。
周
禮
ハ
未
詳
、
可
考
ソ
。
其
後
又
諸
儒
㊟
解
ヲ
集

テ
、
六
經
ニ
各
大
全
ト
云
カ
出
タ
ソ
。
又
文
公
特
抽
禮
記
中
之
大
學
中
庸
之

二
篇
、
加
以
論
孟
、
四
書
ト
云
テ
、
大
學
論
語
中
庸
孟
子
次
第
シ
テ
、
四
書

ノ
集
㊟
ヲ
作
ル
ソ
。
後
ニ
倪
子
毅
カ
輯
釋
、
王
元
善
カ
通
考
、
程
復
心
カ
章

圖
ナ
ン
ト
ヽ
云
カ
、
テ
キ
タ
ソ
。
近
又
四
書
大
全
ト
云
モ
ア
ル
ソ
。
不
可
枚

擧
矣
。（
本
文
篇
四
、
四
七
八
～
四
七
九
頁
）

と
、
朱
熹
（
一
一
三
〇
～
一
二
〇
〇
）
を
中
心
に
宋
元
朙
の
朱
子
學
者
た
ち
の
經
書

㊟
釋
活
動
を
か
な
り
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。

「
周
茂
叔
二
程
先
生
」
は
理
學
の
開
創
者
周
敦
頤
（
一
〇
一
七
～
一
〇
七
三
）、
程

顥
（
一
〇
三
二
～
一
〇
八
五
）、
程
頤
（
一
〇
三
三
～
一
一
〇
七
）
で
あ
る
。
蔡
沈
（
一



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集

一
六
四

は
晴
富
の
嫡
男
壬
生
雅
久
（
～
一
五
〇
四
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
桃
源
は
南

北
朝
時
代
に
お
け
る
皇
統
の
議
論
を
承
け
て
正
統
論
に
關
心
を
持
つ
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

大
義
名
分
に
關
す
る
記
述
は
、
桃
源
の
經
歷
と
か
か
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
桃

源
が
『
史
記
』
を
講
抄
し
た
時
朞
は
文
朙
八
年
（
一
四
七
五
）
か
ら
文
朙
十
二
年

（
一
四
七
九
）
ま
で
の
五
年
閒
で
、
ち
ょ
う
ど
應
仁
の
亂
（
應
仁
元
年
〔
一
四
六
七
〕

～
文
朙
九
年
〔
一
四
七
六
〕）
の
末
朞
に
當
た
っ
て
い
る
。
戰
亂
の
影
響
で
京
都
を

離
れ
近
江
に
避
難
し
た
桃
源（

９
）に
と
っ
て
、
大
義
名
分
論
は
正
統
論
と
違
っ
て
あ
る

程
度
現
實
感
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。『
太
平
記
』『
梅
松
論
』
な
ど
の
軍
記
物
語
の

影
響
に
よ
り
、
大
義
名
分
の
觀
念
が
す
で
に
日
本
社
會
に
廣
が
っ
て
い
た
こ
と
も

背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
桃
源
は
こ
こ
で
朱
熹
の
大
義
名
分
に
關
す
る
記
述
を

引
用
す
る
ほ
か
、「
高
祖
本
紀
」
の
識
語
で
は
「
而
細
川
公
戴
天
子
挾
相
公
、
以

令
諸
侯
。
山
名
則
無
所
㊜
從
。
故
我
爲
官
軍
、
彼
爲
賊
虜
」（
本
文
篇
二
、
一
六
八

頁
）
と
、
大
義
名
分
を
用
い
て
應
仁
の
亂
を
論
じ
た
箇
所
も
あ
る
。

３　
『
詩
集
傳
』

本
抄
に
よ
く
引
用
さ
れ
る
の
は
經
書
の
㊟
釋
書
で
あ
る
。
ま
ず
『
詩
經
』
の
㊟

釋
書
『
詩
集
傳
』
に
關
し
て
は
、「
秦
本
紀
」
の
「
是
以
知
秦
不
能
復
東
征
也
」

條
に
、此

モ
臆
見
ハ
カ
リ
ナ
ラ
ハ
、
イ
カ
ゝ
ナ
レ
ト
モ
、
詩
ノ
集
傳
ニ
、
春
秋
傳
ヲ

引
テ
、
君
子
是
以
知
―
ト
云
次
ニ
、
晦
庵
カ
、
愚
按
ト
云
テ
、
穆
公
於
是
其

罪
不
可
逃
矣
。
但
或
以
爲
穆
公
遺
命
如
此
、
而
三
子
自
殺
以
從
、
則
三
子
亦

不
得
爲
無
罪
、
今
觀
臨
穴
惴
慄
之
言
、
則
是
康
公
從
父
之
亂
命
、
廹
而
納
之

於
壙
、
其
罪
㊒
所
歸
矣
ト
云
ヲ
以
テ
、
御
覽
セ
ヨ
。
サ
キ
ニ
愚
カ
云
タ
ル
義

ト
符
合
ハ
セ
ル
歟
ソ
。
董
氏
曰
、
陳
乾
昔
子
魏
顆
皆
從
其
治
命
、
…
…
陳
少

南
曰
、
穆
公
悔
過
自
誓
見
於
秦
誓
、
…
…
是
不
孝
也
。（
本
文
篇
一
、
三
〇
三

チ
カ
ウ
タ
ト
思
フ
處
ヲ
ハ
政
（
他
本
「
改
」）
タ
ソ
。
三
國
ヲ
溫
公
ハ
魏
ヲ
正

統
ト
乄
、
蜀
吳
ヲ
ハ
列
國
ノ
樣
ニ
シ
タ
ヲ
、
文
公
ハ
改
テ
、
蜀
ヲ
正
統
ニ

乄
、
魏
吳
ヲ
ハ
附
見
シ
タ
リ
。
則
天
ノ
年
號
ヲ
ハ
、
分
㊟
ニ
乄
、
中
宗
ノ
初

ノ
年
號
ヲ
上
ニ
大
字
ニ
書
シ
タ
リ
ナ
ン
ト
シ
タ
ソ
。（
本
文
篇
一
、
三
四
三
頁
）

と
見
え
る
。
こ
こ
で
は
朱
熹
が
司
馬
光
の
『
㊮
治
通
鑑
』
を
ふ
ま
え
て
『
通
鑑
綱

目
』
を
作
成
し
た
こ
と
や
、
正
統
論
の
觀
點
か
ら
三
國
の
魏
と
蜀
、
則
天
武
后
時

代
の
年
號
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

さ
ら
に
「
項
羽
本
紀
」「
乃
陰
令
衡
山
臨
江
王
擊
殺
之
江
中
」
條
で
は
、

朱
子
綱
目
、
揭
而
書
之
、
…
…
密
擊
江
中
、
果
可
以
欺
天
下
乎
。（
本
文
篇

二
、
四
二
頁
）

と
㊟
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
通
鑑
綱
目
』
卷
二
の
原
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
、

項
羽
の
不
義
を
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
抄
の
中
に
引
用
さ
れ
る
『
通
鑑
綱
目
』
の
記
述
は
多
く
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ

正
統
論
、
大
義
名
分
と
か
か
わ
る
內
容
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
中
國
の
儒
者
に
と
っ

て
は
極
め
て
重
大
な
議
論
で
あ
る
。

桃
源
は
な
ぜ
こ
れ
ら
の
記
述
を
引
用
し
た
の
か
は
、
も
ち
ろ
ん
彼
自
身
の
問
題

關
心
が
か
か
わ
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

正
統
論
に
つ
い
て
い
え
ば
、
王
朝
の
更
迭
が
頻
繫
に
行
わ
れ
た
中
國
と
比
べ

て
、
日
本
の
皇
統
は
極
め
て
安
定
し
、
正
統
論
に
關
す
る
議
論
は
も
と
も
と
少
な

い
。
し
か
し
、
十
四
世
紀
歬
朞
か
ら
、
兩
統
迭
立
を
背
景
に
、
芲
園
天
皇
（
一
二

九
七
～
一
三
四
八
）
の
『
誡
太
子
書
』（『
芲
園
天
皇
宸
記
』
元
德
二
年
〔
一
三
三
〇
〕）

や
『
神
皇
正
統
記
』（
康
永
二
年
〔
一
三
四
三
〕）
な
ど
正
統
論
に
關
す
る
著
述
が
現

れ
た
。
ま
た
、
桃
源
の
時
代
に
は
壬
生
官
務
家
の
壬
生
晴
富
（
一
四
二
二
～
一
四
九

七
）
が
『
神
皇
正
統
記
』
を
批
判
す
る
た
め
に
『
續
神
皇
正
統
記
』
と
い
う
史
論

書
を
著
述
し
て
い
る
。
本
抄
「
吳
太
伯
世
家
」
の
奧
書
に
見
え
る
壬
生
官
務
雅
久



中
世
五
山
禪
林
に
お
け
る
朱
子
學
の
受
容

一
六
五

チ
ヤ
ソ
。（
本
文
篇
二
、
二
六
六
～
二
七
一
頁
）

と
あ
る
。
こ
れ
は
、『
家
禮
』「
喪
禮
」
部
分
の
う
ち
「
成
服
」
章
の
正
文
と
朱
熹

自
㊟
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
も
の
で
あ
る（

（1
（

。
吾
妻
重
二
は
永
正
三
年（
一
五
〇
六
）

足
利
學
校
の
寄
進
記
錄
に
よ
り
、
室
町
中
朞
に
は
『
家
禮
』
が
日
本
に
傳
わ
っ
て

い
た
と
推
定
す
る
が
、
本
抄
の
記
述
は
日
本
に
お
け
る
『
家
禮
』
本
文
の
引
用
と

し
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
最
も
早
い
記
錄
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る（

（1
（

。
た
だ
し
、
こ

の
時
朞
、『
家
禮
』
に
關
す
る
他
の
記
錄
は
ほ
と
ん
ど
見
當
た
ら
な
い
。
こ
こ
で

桃
源
は
「
喪
禮
」
の
記
述
を
引
用
し
た
あ
と
、
さ
ら
に
「
禮
記
ヲ
習
フ
者
モ
、
禮

記
ニ
此
喪
禮
カ
不
入
ト
云
テ
、
凶
卷
ヲ
ハ
拔
テ
不
聞
樣
ナ
者
カ
ア
ル
ソ
。
日
本
ニ

不
行
レ
ハ
コ
ソ
、
猶
能
ク
習
テ
カ
ヽ
ル
禮
モ
ア
リ
ト
可
知
ケ
レ
ソ
」（
本
文
篇
二
、

二
七
一
頁
）
と
、
當
時
『
禮
記
』
を
學
ぶ
日
本
人
は
喪
禮
關
連
の
記
述
を
忌
み
嫌

っ
て
讀
ま
な
い
が
、
逆
に
、
日
本
で
行
な
わ
れ
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
喪
禮
の
內
容

を
知
る
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
當
時
『
家
禮
』
に
無
關
心
な
世
情
の
中

で
、
同
書
に
關
心
を
寄
せ
た
特
色
あ
る
事
例
と
し
て
㊟
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

５　
『
論
語
集
註
』
な
ど

本
抄
の
中
で
最
も
頻
繫
に
引
用
さ
れ
る
朱
子
學
關
係
著
作
は
『
論
語
』
關
連
の

㊟
釋
・
解
說
書
と
『
朱
子
語
類
』
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
貨
殖
列
傳
」
の
「
則
桓

公
以
霸
」
條
㊟
で
は
、

集
㊟
ニ
、
按
春
秋
傳
、
齊
襄
公
無
衟
、
鮑
叔
牙
奉
公
子
小
白
、
奔
莒
。
通
證

ニ
、
左
傳
僖
公
二
十
六
年
、
齊
孝
公
伐
我
北
鄙
、
公
使
展
喜
犒
師
。
…
…
輯

釋
ニ
或
問
、
九
之
爲
糺
、
展
喜
之
詞
、
而
糺
合
宗
族
之
類
、
亦
其
證
也
。

…
…
通
證
唐
書
王
珪
傳
、
建
成
爲
皇
太
子
、
授
中
書
舍
人
、
遷
中
允
、
禮
遇

甚
厚
。
…
…
愚
謂
、
管
仲
㊒
功
、
而
無
罪
、
故
聖
人
獨
特
稱
其
功
、
王
魏
先

㊒
罪
、
而
後
㊒
功
、（
細
㊟　

補
太
宗
致
太
平
）
則
不
以
相
掩
可
也
。（
本
文
篇

五
、
二
七
九
～
二
八
三
頁
）

～
三
〇
四
頁
）

と
㊟
し
、
朱
熹
の
『
詩
集
傳
』
秦
風
・
黃
鳥
篇
の
一
部
を
引
用
し
て
秦
穆
公
・
康

公
親
子
の
惡
政
を
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
、
あ
と
の
方
で
「
董
氏
曰
」「
陳
少
南

曰
」
と
記
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
こ
の
部
分
は
『
五
經
大
全
』
か
ら
の
引
用
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
太
史
公
自
序
」
の
「
自
黃
帝
始
」
の
㊟
に
も
、

詩
序
之
作
ハ
、
說
者
不
同
ソ
。
或
以
爲
孔
子
、
或
以
爲
子
夏
、
或
以
爲
國

史
、
後
漢
書
儒
林
列
傳
ニ
ハ
、
以
爲
衞
宏
作
毛
詩
序
、
朱
文
公
ハ
、
宏
カ
作

ニ
定
タ
ソ
。（
本
文
篇
五
、
三
九
四
頁
）

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
詩
序
が
後
漢
・
衞
宏
の
作
で
あ
る
と
す
る
『
詩
集
傳
』
の

「
詩
序
辨
說
」
を
引
用
し
て
い
る
。
當
時
の
五
山
學
僧
の
中
に
は
『
詩
經
』
に
關

心
を
寄
せ
て
抄
物
を
作
る
學
僧
は
極
め
て
少
な
く
、
柳
田
征
司
の
調
査
に
よ
る
と

景
徐
周
麟
ぐ
ら
い
し
か
い
な
い（

（1
（

。
本
抄
で
『
詩
經
』
の
引
用
が
多
く
、
ま
た
『
詩

集
傳
』
ま
で
引
用
す
る
の
は
、
こ
の
時
朞
の
五
山
學
僧
が
『
詩
經
』
に
關
心
を
寄

せ
、『
詩
經
』
を
學
ぶ
際
に
『
詩
集
傳
』
を
利
用
し
始
め
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

４　
『
家
禮
』

本
抄
が
引
用
す
る
文
獻
は
經
書
や
そ
の
㊟
、
史
書
に
限
ら
な
い
。
他
に
朱
熹
の

『
家
禮
』
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
も
㊟
目
さ
れ
、「
孝
文
本
紀
」「
巳
下
服
大
紅
十

五
日
小
紅
十
四
日
纎
七
日
釋
服
」
條
に
、

喪
禮
ノ
事
ハ
禮
記
ニ
多
ソ
。
文
公
喪
禮
ト
ニ
撰
乄
置
タ
ソ
。
一
節
一
節
ヲ
、

分
タ
カ
、
二
十
節
ア
ル
ソ
。
其
第
五
ニ
、
成
服
ト
云
ニ
、
厥
朙
ニ
、
五
服

之
、
人
各
服
其
服
、
入
就
位
、
然
後
朝
哭
相
弔
如
儀
、
其
服
之
制
、
一
曰
斬

衰
三
年
、
二
曰
齊
衰
三
年
、
杖
、
朞
、
不
杖
、
朞
、
五
⺼
、
三
⺼
、
三
曰
大

功
九
⺼
、
四
曰
小
功
五
⺼
、
五
曰
緦
蔴
三
⺼
、
カ
ウ
定
タ
ソ
。
斬
衰
ト
云

ハ
、
三
年
ノ
服
ナ
リ
。
…
…
以
上
ハ
、
朱
文
公
喪
禮
ノ
中
ノ
成
服
ノ
一
節
ナ

リ
。
…
…
文
公
ノ
喪
禮
ニ
ハ
、
親
族
ノ
名
ト
モ
カ
ク
ワ
シ
ウ
ア
リ
テ
、
重
寶



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集

一
六
六

は
「
四
書
集
㊟
」
の
誤
記
の
可
能
性
が
高
い
。
續
い
て
『
朱
子
語
類
』、『
論
語
或

問
』
も
用
い
て
い
る
。「
張
氏
註
」
部
分
の
記
述
は
『
四
書
大
全
』
に
は
見
當
た

ら
ず
、
張
栻
（
一
一
三
三
～
一
一
八
〇
）『
癸
巳
論
語
解
』
に
あ
る
の
で
、『
癸
巳
論

語
解
』
か
ら
の
引
用
と
考
え
ら
れ
る
。

『
論
語
』
は
『
易
經
』
と
と
も
に
當
時
の
五
山
禪
林
に
お
い
て
廣
く
讀
ま
れ
た

經
書
で
あ
り
、
希
頊
周
顓
講
の
『
論
語
講
義
筆
記
』、
彭
叔
守
仙
（
～
一
五
五
五
）

抄
錄
の
『
論
語
鈔
』
な
ど
の
抄
物
も
殘
っ
て
い
る
。
桃
源
が
『
論
語
』
を
利
用
し

て
『
史
記
』
の
本
文
を
㊟
釋
し
た
の
は
當
時
の
禪
林
學
風
の
反
映
と
考
え
ら
れ
る

が
、
こ
こ
に
㊟
目
し
た
い
の
は
本
抄
に
引
用
さ
れ
た
『
論
語
』
關
連
記
述
は
何
晏

ら
の
古
㊟
よ
り
も
朱
熹
の
新
㊟
の
方
が
壓
倒
的
に
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ

の
點
に
つ
い
て
は
淸
原
家
と
の
關
係
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
後
章
で
詳
し
く
分
析

し
た
い
。

６　
『
易
學
啓
蒙
』

五
山
禪
僧
の
閒
で
『
論
語
』
と
同
じ
く
人
氣
を
博
し
た
經
書
『
易
經
』
に
關
し

て
は
、「
龜
策
列
傳
」
の
「
八
卦
」
條
の
㊟
に
、

先
天
八
卦
ハ
、
合
洛
書
數
圖
、
後
天
八
卦
ハ
、
合
河
圖
數
圖
ト
云
カ
、
諬
蒙

ノ
始
ニ
ア
ル
ソ
。（
本
文
篇
五
、
二
一
三
頁
）

と
あ
る
。
こ
れ
は
『
易
學
諬
蒙
』
の
冐
頭
部
分
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
抄

に
お
け
る
『
易
學
諬
蒙
』
の
引
用
は
少
な
い
が
、
一
方
、
桃
源
の
『
易
經
』
の
抄

物
『
百
衲
襖
』
の
原
典
の
一
つ
は
胡
方
平
（
～
一
二
八
九
）『
易
學
諬
蒙
通
釋
』
で

あ
っ
た
こ
と
が
㊟
意
さ
れ
る（

（1
（

。

７　
『
孟
子
集
註
』
な
ど

「
太
史
公
自
序
」
の
「
自
周
公
卒
五
百
歲
而
㊒
孔
子
卒
後
至
於
今
五
百
歲
」
條

に
は
、集

㊟
曰
、
自
堯
舜
至
湯
、
自
湯
至
文
武
、
皆
五
百
餘
年
、
而
聖
出
。
…
…
㊒

と
、『
論
語
集
㊟
』
憲
問
篇
の
記
述
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
に
は
『
集

㊟
』
本
文
の
記
述
の
ほ
か
『
四
書
大
全
』
か
ら
の
引
用
も
多
數
見
ら
れ
る
た
め
、

桃
源
は
『
集
㊟
』
の
ほ
か
『
四
書
大
全
』
も
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

た
だ
「
輯
釋
」
や
「
通
證
」
な
ど
の
書
名
そ
の
も
の
は
『
四
書
大
全
』
に
は
見
え

な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
元
の
倪
士
毅
『
四
書
輯
釋
』
と
張
存
中
『
四
書
通
證
』
を
そ

れ
と
は
別
に
參
照
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。「
輯
釋
ニ
或
問
」
云
々
と
い
う
の
も

『
四
書
輯
釋
』
に
引
く
朱
熹
の
『
論
語
或
問
』
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
よ
う
な
引
用
の
仕
方
を
『
四
書
大
全
』
は
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
「
吳
太
伯
世
家
」
の
「
文
身
斷
髮
」
條
に
、

論
語
泰
伯
第
八
篇
ニ
、
王
侃
疏
曰
、
泰
伯
者
周
太
王
長
子
、
能
推
位
讓
國
者

也
。
…
…
昺
云
、
此
篇
論
禮
讓
仁
孝
之
德
。
…
…
范
寧
云
、
…
…
王
肅
曰
、

泰
伯
周
大
王
之
太
子
也
。
…
…
四
書
集
成
曰
、
泰
伯
周
太
王
之
長
子
、
至

德
、
謂
德
之
至
極
無
以
復
加
者
也
。
…
…
語
錄
、
問
夫
子
稱
太
伯
以
至
德
、

稱
文
王
亦
曰
至
德
、
稱
武
王
則
曰
、
未
盡
善
。
…
…
集
㊟
謂
泰
伯
之
心
、

夷
齊
之
心
…
…
。
或
問
、
何
以
言
三
讓
之
爲
固
讓
也
。
…
…
張
氏
註
、
三

讓
、
程
子
曰
、
不
立
、
一
也
、
逃
之
、
二
也
、
文
身
、
三
也
。（
本
文
篇
二
、

四
〇
三
～
四
〇
八
頁
）

と
あ
る
。
こ
の
部
分
は
ま
ず
古
㊟
を
引
用
す
る
。
初
め
に
引
用
さ
れ
る
「
王
侃
」

は
皇
侃
（
四
八
八
～
五
四
五
）
の
こ
と
で
あ
り
、
以
下
、「
昺
云
」
の
一
文
以
外
は

み
な
皇
侃
『
論
語
義
疏
』
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。「
昺
云
」
の
「
昺
」
は
宋

の
邢
昺
（
九
三
二
～
一
〇
一
〇
）
の
こ
と
で
『
論
語
正
義
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

そ
の
あ
と
「
四
書
集
成
」
な
ど
の
書
が
次
々
と
引
用
さ
れ
る
。「
四
書
集
成
」
に

つ
い
て
は
、
朱
熹
門
人
の
劉
爚
と
南
宋
の
儒
者
吳
眞
子
に
そ
れ
ぞ
れ
『
四
書
集

成
』
な
る
著
作
が
あ
っ
た
ら
し
い
が（

（1
（

、
こ
こ
の
記
述
は
『
論
語
集
㊟
』
泰
伯
篇

中
の
㊟
釋
文
と
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
の
「
四
書
集
成
」



中
世
五
山
禪
林
に
お
け
る
朱
子
學
の
受
容

一
六
七

る
著
述
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

二
　『

記
抄
』
の
內
容
構
成

『
史
記
』
は
本
紀
十
二
卷
、
表
十
卷
、
書
八
卷
、
世
家
三
十
卷
、
列
傳
七
十
卷
、

合
計
百
三
十
卷
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
本
抄
が
講
抄
し
た
の
は
本
紀
十
二
卷

と
列
傳
七
十
卷
の
全
部
、
お
よ
び
世
家
の
「
吳
太
伯
世
家
」
の
八
十
三
卷
だ
け
で

あ
る
。
た
だ
「
史
記
源
流
」「
史
記
集
解
序
」「
補
史
記
序
」「
史
記
索
隱
序
」「
史

記
正
義
序
」「
三
皇
本
紀
」
な
ど
『
史
記
』
正
文
に
は
な
い
內
容
も
加
え
て
い
る

の
で
合
計
八
十
九
卷
と
な
っ
た
。

今
泉
淑
夫
と
大
塚
光
信
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
八
十
九
卷
は
す
べ
て
が
桃

源
の
講
義
な
の
で
は
な
く
、
桃
源
の
『
史
記
』
講
義
・
季
玉
聞
書
（
桃
季
抄
）、
牧

中

祐
の
『
史
記
』
講
義
・
桃
源
聞
書
（
牧
中
講
）、
竺
雲
等
連
（
一
三
八
三
～
一

四
七
一
）
の
『
漢
書
』
講
義
・
桃
源
聞
書
（
竺
桃
抄
）
の
三
部
よ
り
構
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
る（

（1
（

。
そ
の
具
體
的
な
構
成
は
次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

『
史
記
抄
』
の
內
容
構
成

桃
季
抄

史
記
源
流
、
周
本
紀
（
後
半
）、
秦
本
紀
、
秦
始
皇
本
紀
、
項
羽
本
紀
、

高
祖
本
紀
、
吕
后
本
紀
、
孝
文
本
紀
、
孝
景
本
紀
、
孝
武
本
紀
、
扁
鵲

倉
公
列
傳
、
儒
林
列
傳
～
貨
殖
列
傳
、
太
史
公
自
序

牧
中
講

史
記
集
解
序
、
補
史
記
序
、
史
記
索
隱
序
、
史
記
正
義
序
、
三
皇
本
紀
、

五
帝
本
紀
、
夏
本
紀
、
殷
本
紀
、
周
本
紀
、（
歬
半
）、
吳
太
伯
世
家
、
老

子
伯
夷
列
傳
～
司
馬
相
如
列
傳
（「
扁
鵲
倉
公
列
傳
」
と
「
司
馬
相
如
列
傳
」

は
除
く
）

竺
桃
抄

司
馬
相
如
列
傳
（
後
半
）、
淮
南
衡
山
列
傳
、
循
吏
列
傳
、
汲
鄭
列
傳

（
今
泉
淑
夫
『
桃
源
瑞
仙
年
譜
』
一
一
九
～
一
二
二
頁
よ
り
作
成
）

幷
行
而
不
悖
者
，
于
此
見
矣
。（
或
問
文
中
子
曰
、
聖
人
㊒
憂
乎
、
曰
天
下
皆
憂
、

吾
獨
得
不
憂
、
又
曰
樂
天
知
命
、
吾
何
憂
若
孟
子
不
忘
天
下
之
憂
…
…
則
竝
行
而
不

悖
也
。）（
本
文
篇
五
、
三
八
五
頁
）

と
あ
っ
て
、『
孟
子
集
㊟
』
公
孫
丑
篇
下
の
記
述
を
一
部
引
用
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
後
の
自
㊟
で
『
孟
子
或
問
』
の
議
論
を
引
い
て
補
足
說
朙
し
て
い
る
。

以
上
は
、
本
抄
に
見
ら
れ
る
朱
熹
お
よ
び
朱
子
學
關
係
の
著
作
に
つ
き
、
そ
の

引
用
の
仕
方
を
お
お
ま
か
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

引
用
さ
れ
た
記
述
の
多
く
は
訓
點
を
付
け
な
い
漢
文
で
あ
り
、
漢
文
の
引
用
は

漢
籍
の
原
典
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
桃
源
は
『
史
記
』
講
義
の
記
錄
を
整

理
す
る
際
に
、
引
用
文
に
つ
い
て
は
原
典
を
直
接
確
認
し
引
用
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
『
論
語
』
や
『
詩
經
』
の
場
合
、『
四
書
大
全
』『
五
經
大
全
』
か

ら
引
用
す
る
場
合
が
多
い
が
、
そ
れ
以
外
に
『
四
書
或
問
』『
朱
子
語
類
』『
癸

巳
論
語
解
』『
論
語
正
義
』『
四
書
通
證
』『
四
書
輯
釋
』
な
ど
を
直
接
參
照
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
ほ
か
、「
儒
林
列
傳
」
の
「
㊜
齊
聞
韶
三
⺼
不
知
肉

味
」
條
や
「
孝
文
本
紀
」
の
「
巳
下
服
大
紅
十
五
日
小
紅
十
四
日
纎
七
日
釋
服
」

條
の
よ
う
に
、
漢
文
を
引
用
し
た
あ
と
、
桃
源
自
身
の
見
解
を
和
文
で
付
け
加
え

る
こ
と
も
多
い
。
和
文
で
記
さ
れ
た
部
分
は
「
ア
ル
ソ
」
な
ど
口
語
的
な
表
現
が

あ
る
の
で
、
講
義
の
聞
書
と
見
て
よ
い
。

こ
の
よ
う
に
、
桃
源
は
、
朱
熹
た
ち
の
著
作
を
數
多
く
閱
讀
し
、
そ
こ
か
ら
多

く
の
記
述
を
引
用
す
る
ば
か
り
か
、
朱
子
學
の
學
統
に
對
し
て
も
相
當
な
理
解
が

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
當
時
の
五
山
禪
林
の
漢
學
に
お
い
て
、
何
を
意

味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
朱
子
學
を
含
む
新
し
い
漢
籍
を
將
來
し
た
五

山
禪
僧
が
、
そ
れ
を
利
用
し
て
古
典
を
㊟
釋
す
る
と
い
う
の
は
特
に
不
自
然
な
こ

と
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
抄
の
內
容
構
成
を
ふ
ま
え
つ
つ

桃
源
の
㊟
釋
方
法
と
叢
林
の
從
來
の
㊟
釋
方
法
と
比
較
す
れ
ば
、
本
抄
が
特
色
あ



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集

一
六
八

の
と
思
わ
れ
る
。「
吳
太
伯
世
家
」
中
の
朱
子
學
關
連
記
述
も
、
こ
れ
と
同
じ
よ

う
に
桃
源
に
よ
る
補
訂
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
牧
中
講
は
朱
子
學
を
引
用
し
な
い
だ
け
で
な
く
、
經
書
や
史
書
の
原
文

自
體
を
あ
ま
り
引
用
し
な
い
。
桃
源
は
「
周
本
紀
」（
後
半
）
の
末
尾
で
、
周
武

王
ま
で
の
牧
中
の
講
義
（
歬
半
）
は
わ
ず
か
に
「
三
十
紙
」
で

略
な
の
に
對
し
、

桃
源
み
ず
か
ら
が
講
じ
た
成
王
以
降
は
「
六
十
餘
紙
」
と
詳
細
に
な
っ
て
い
る
と

し
、
そ
れ
は
經
書
・
史
書
を
多
く
加
筆
し
た
か
ら
だ
と
し
て
、

史
記
本
紀
、
牧
中
之
講
止
周
武
而
已
矣
。
成
王
以
下
今
抄
之
。
…
…
蓋
聞
講

則
書
其
所
聞
、
而
不
聞
則
書
其
所
不
聞
故
也
。
夫
書
之
始
于
堯
舜
、
終
于
晉

文
秦
穆
、
詩
之
起
於
文
武
、
盡
於
襄
頃
、
而
國
語
自
穆
王
至
敬
王
、
皆
昔
不

言
而
今
書
之
。
況
亦
平
王
之
末
年
而
入
春
秋
焉
、
威
烈
王
之
季
世
而
入
通
鑑

焉
、
劉
衟
原
之
外
紀
焉
、
鄕
者
無
取
者
。（
本
文
篇
一
、
二
四
一
頁
）

〔
史
記
本
紀
、
牧
中
の
講
は
周
武
に
止
ま
る
の
み
。
成
王
以
下
、
今
之
を
抄
す
。
…
…

蓋
し
講
を
聞
け
ば
則
ち
其
の
聞
く
所
を
書
し
て
、
聞
か
ざ
れ
ば
則
ち
其
の
聞
か
ざ
る

所
を
書
す
る
が
故
な
り
。
夫
れ
書
の
堯
舜
に
始
ま
り
、
晉
文
秦
穆
に
終
わ
り
、
詩
の

文
武
に
起
こ
り
て
、
襄
頃
に
盡
く
。
而
し
て
國
語
は
穆
王
よ
り
敬
王
に
至
る
も
、
皆

な
昔
言
わ
ず
し
て
今
之
を
書
す
。
況
や
亦
た
平
王
の
末
年
に
し
て
春
秋
に
入
り
、
威

烈
王
の
季
世
に
し
て
通
鑑
に
入
り
、
劉
衟
原
の
外
紀
、
鄕
（
さ
き
）
に
は
取
る
者
無

し
。〕

と
い
っ
て
い
る
。
牧
中
講
の
本
紀
で
は
も
と
も
と
『
尙
書
』『
詩
經
』『
春
秋
』

『
國
語
』『
㊮
治
通
鑑
』『
㊮
治
通
鑑
外
紀
』
な
ど
を
用
い
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

桃
源
が
そ
れ
ら
を
こ
こ
で
引
用
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

さ
て
、
上
述
の
よ
う
に
、
當
時
の
日
本
で
は
中
國
か
ら
朱
子
學
を
含
む
漢
籍
が

大
量
に
將
來
さ
れ
、
叢
林
に
お
い
て
漢
學
の
知
識
は
必
須
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

朱
子
學
な
ど
最
新
の
知
識
を
論
ず
る
學
僧
も
增
え
、
一
般
に
は
中
世
漢
學
の
中
心

　

こ
れ
に
よ
る
と
本
抄
八
十
九
卷
の
中
で
、
牧
中
講
は
六
十
五
卷
と
半
卷
二
ヵ
所
、

竺
桃
抄
は
三
卷
と
半
卷
一
ヶ
所
、
桃
季
抄
は
十
九
卷
と
半
卷
一
ヶ
所
で
あ
る
。
そ

し
て
本
抄
の
中
で
朱
子
學
と
の
關
連
內
容
が
見
出
さ
れ
る
の
は
「
秦
本
紀
」「
秦

始
皇
本
紀
」「
項
羽
本
紀
」「
高
祖
本
紀
」「
孝
文
本
紀
」「
孝
武
本
紀
」「
吳
太
伯

世
家
」「
儒
林
列
傳
」「
龜
策
列
傳
」「
貨
殖
列
傳
」「
太
史
公
自
序
」
の
十
一
卷
で

あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、「
吳
太
伯
世
家
」
以
外
は
す
べ
て
桃
季
抄
に
含
ま
れ
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
「
吳
太
伯
世
家
」
は
牧
中
講
よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
中
の
朱
子
學
關
連
內
容
に
つ
い
て
少
し
檢
討
し
て
み
た
い
。

ま
ず
「
吳
太
伯
世
家
」
の
㊟
釋
の
中
で
漢
籍
か
ら
原
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る

箇
所
は
多
い
が
、
こ
の
よ
う
な
原
文
の
引
用
は
、
實
は
牧
中
講
の
他
の
部
分
に
は

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。「
吳
太
伯
世
家
」
に
お
け
る
朱
子
學
關
連
著
作
も
、
同

じ
く
漢
文
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
㊟
意
す
べ
き
は
「
吳
太
伯
世
家
」
で
は

「
蕉
了
子
按
」「
蕉
了
子
カ
意
ナ
ラ
ハ
」
な
ど
桃
源
自
身
の
加
筆
部
分
が
あ
る
こ
と

で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、「
吳
太
伯
世
家
」
に
お
け
る
朱
子
學
關
連
著

述
の
引
用
は
牧
中
講
の
他
の
部
分
と
不
調
和
で
あ
り
、
桃
源
に
よ
っ
て
あ
と
で
加

筆
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
聞
書
の
記
錄
だ
け
で
は
な
く
、
聞
書
を
整
理
す
る
際

に
補
充
が
加
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
牧

中
講
の
他
の
部
分
を
見
る
と
、
朱
子
學
の
引
用
は
皆
無
で
あ
る
か
ら
、
講
者
牧
中

祐
は
朱
子
學
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
利
用

し
て
『
史
記
』
の
本
文
を
㊟
解
す
る
意
識
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。

た
と
え
ば
桃
季
抄
「
貨
殖
列
傳
」
の
管
仲
に
關
す
る
㊟
釋
で
は
『
論
語
集
㊟
』

と
『
論
語
或
問
』
か
ら
多
く
の
關
連
記
述
を
引
用
す
る
が
、
牧
中
講
「
管
晏
列

傳
」
に
そ
の
よ
う
な
記
述
は
一
切
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
管
仲
を
重
視
す
る

桃
源
は
「
貨
殖
列
傳
」
の
中
で
、
わ
ざ
わ
ざ
管
仲
に
關
す
る
記
述
を
補
充
し
た
も



中
世
五
山
禪
林
に
お
け
る
朱
子
學
の
受
容

一
六
九

類
）、
下
者
は
甁
中
の
芲
の
根
無
き
に
似
た
り
」
と
。
蓋
し
古
人
未
發
の
名
評
な
り
。

是
に
由
り
て
之
を
觀
る
に
、
今
の
詩
文
を
以
て
鳴
る
者
、
甁
芲
な
ら
ざ
る
は
幾
（
ほ

と
ん
）
ど
希
（
ま
れ
）
な
り
。〕

と
い
っ
て
お
り
、
六
經
と
『
史
記
』『
漢
書
』『
後
漢
書
』
の
三
史
こ
そ
學
問
の
根

本
で
あ
り
、
諸
子
百
家
が
そ
の
羽
翼
を
な
す
と
い
う
。
そ
の
た
め
當
時
の
叢
林
學

僧
の
閒
に
存
在
す
る
詩
文
重
視
の
傾
向
を
批
判
し
、
朙
の
曾
鼎
（
一
三
二
一
～
一

三
七
八
）
の
語
を
引
用
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
は
根
の
な
い
「
甁
芲
」
に
す
ぎ
な
い
と

斷
じ
て
お
り
、『
百
丈
淸
規
抄
』
と
似
た
よ
う
な
見
解
と
な
っ
て
い
る
。

三
　

家
儒
者
と
桃
源
瑞
仙

さ
て
、
な
ぜ
桃
源
は
從
來
の
叢
林
學
風
に
反
し
て
佛
學
か
ら
離
れ
、
經
書
や
朱

子
學
の
書
籍
を
積
極
的
に
利
用
し
て
『
史
記
』
の
本
文
を
㊟
釋
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
こ
で
當
時
の
知
識
層
に
現
れ
た
新
し
い
動
き
に
㊟
目
し
た
い
。

中
原
康
富
の
日
記
『
康
富
記
』
應
永
二
十
五
年
七
⺼
四
日
條
に
、

高
倉
淨
居
庵
論
語
談
議
今
日
終
者
也
。
萬
里
小
路
已
下
公
家
人
々
三
十
人
許

也
。
僧
逹
百
三
十
八
人
。
已
上
百
六
十
人
餘
也
。

と
い
う
興
味
深
い
記
事
が
あ
る
。
應
永
二
十
五
年
（
一
四
一
八
）
は
桃
源
の
生
ま

れ
る
直
歬
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
淨
居
庵
の
「
論
語
談
義
」
に
參
加
す
る
た

め
に
公
家
が
三
十
人
ほ
ど
、
僧
侶
は
百
三
十
人
以
上
集
ま
っ
た
と
い
う
。

淨
居
庵
は
淸
原
良
賢
（
一
三
四
八
～
一
四
三
二
）
の
隱
居
所
と
し
て
淸
原
家
の
本

據
に
附
屬
し
て
建
て
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
時
朞
、
良
賢
は
經
書
談
義
や
漢
詩
の
詩

會
を
た
び
た
び
催
し
て
い
た（

（1
（

。
こ
れ
ら
の
談
義
や
詩
會
の
參
加
者
の
全
貌
は
は
っ

き
り
し
な
い
が
、
そ
の
後
、
東
福
寺
の
僧
太
極
の
日
記
『
碧
山
日
錄
』
に
よ
る
と

太
極
は
淨
居
庵
で
し
ば
し
ば
淸
原
業
忠
（
一
四
〇
九
～
一
四
六
七
）
ら
に
面
會
し
た

ら
し
い（

（1
（

。
業
忠
は
良
賢
の
孫
で
あ
る
。
さ
ら
に
太
極
が
業
忠
か
ら
『
論
語
』『
孟

は
五
山
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
確
か
に
そ
の
と
お
り
で
は
あ
る
が
、
叢
林
の
學
僧
た

ち
は
漢
學
を
學
ぶ
と
は
い
え
、
必
ず
し
も
經
史
の
學
問
を
重
視
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
。

桃
源
が
抄
錄
す
る
雲
章
一
慶
（
一
三
八
六
～
一
四
六
三
）
の
講
義
錄
『
百
丈
淸
規

抄
』
に
「
四
書
五
經
ナ
ン
ト
ノ
俗
書
ヲ
讀
ヲ
ハ
、
世
ニ
落
法
師
ノ
樣
ニ
云
タ
カ
、

其
後
ハ
史
記
漢
書
ヲ
讀
タ
カ
、
今
ハ
其
ヲ
モ
ト
ツ
テ
ヲ
イ
テ
、
詩
集
文
集
ヲ
本
ニ

習
ソ（

（1
（

」
と
述
べ
て
い
る
。「
四
書
五
經
」
な
ど
の
「
俗
書
」
の
學
習
は
か
つ
て
批

判
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
「
史
記
漢
書
」
を
讀
む
よ
う
に
變
わ
り
、
さ
ら
に
今
で
は

も
っ
ぱ
ら
「
詩
集
文
集
」
を
習
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
記
述
は
講
者
雲

章
と
抄
錄
者
桃
源
、
ど
ち
ら
の
意
見
か
判
朙
し
か
ね
る
が
、
本
抄
「
周
本
紀
」
の

抄
の
末
尾
で
、

凢
言
學
者
、
六
經
三
史
爲
體
、
諸
子
百
家
爲
翼
。
是
以
見
所
未
見
之
書
、
無

不
通
者
也
。
近
世
之
學
則
異
于
此
、
大
抵
率
逐
末
而
棄
本
者
、
什
八
九
矣
。

蓋
便
于
製
作
吟
詠
也
。
雖
然
每
布
一
字
置
一
辭
、
徃
々
不
免
差
誤
、
則
可
無

慚
色
哉
。
是
浮
華
無
實
之
罪
也
。
近
來
盧
陵
曾
鼎
曰
、
經
似
山
林
中
芲
、
史

是
園
圃
中
芲
左
傳
以
下
、
古
文
高
者
似
欄
檻
中
芲
退
之
之
類
次
者
、
似
盆
盎
中
芲
歐
之

類
下
者
、
似
甁
中
芲
無
根
。
蓋
古
人
未
發
之
名
評
矣
。
由
是
觀
之
、
今
之
以

詩
文
鳴
者
、
不
甁
芲
幾
希
矣
。（
本
文
篇
一
、
二
四
一
頁
）

〔
凢
そ
學
を
言
う
者
は
、
六
經
三
史
を
體
と
爲
し
、
諸
子
百
家
を
翼
と
爲
す
。
是
を
以

て
未
だ
見
ざ
る
所
の
書
を
見
る
に
、
通
ぜ
ざ
る
者
無
し
。
近
世
の
學
は
則
ち
此
に
異

な
り
、
大
抵
率
ね
末
を
逐
い
て
本
を
棄
つ
る
者
、
什
に
八
九
な
り
。
蓋
し
製
作
吟
詠

に
便
な
れ
ば
な
り
。
然
り
と
雖
も
一
字
を
布
き
一
辭
を
置
く
每
に
、
徃
々
差
誤
を
免

れ
ざ
れ
ば
、
則
ち
慚
色
無
か
る
ベ
け
ん
や
。
是
れ
浮
華
無
實
の
罪
な
り
。
近
來
、
盧

陵
の
曾
鼎
曰
く
、「
經
は
山
林
中
の
芲
に
似
、
史
は
是
れ
園
圃
中
の
芲
、（
左
傳
以
下
）

古
文
の
高
き
者
は
欄
檻
中
の
芲
（
退
之
の
類
）、
次
者
は
盆
盎
中
の
芲
に
似
（
歐
の



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集

一
七
〇

閣
淸
家
環
翠
翁
之
言
也
（
本
文
篇
五
、
四
四
〇
頁
）」
と
述
懷
し
て
い
る
。
こ
こ
に

い
う
自
疆
、
北
禪
、
玉
渚
、
一
條
臺
閣
、
淸
家
環
翠
翁
は
、
そ
れ
ぞ
れ
竺
雲
等
連
、

瑞
溪
周
鳳
、
雲
章
一
慶
、
一
條

良
（
一
四
〇
二
～
一
四
八
一
）、
淸
原
業
忠
で
あ
る
。

業
忠
と
瑞
溪
に
つ
い
て
は
す
で
に
觸
れ
た
が
、
雲
章
一
慶
と
一
條

良
は
兄
弟

で
あ
る
ば
か
り
か
、
い
ず
れ
も
『
四
書
集
㊟
』
と
『
詩
集
傳
』
に
初
め
て
和
訓
を

つ
け
た
學
僧
岐
陽
方
秀
（
一
三
六
二
～
一
四
二
四
）
の
門
下
と
考
え
ら
れ
て
い
る（
（2
（

。

岐
陽
の
事
績
に
つ
い
て
、
桂
庵
玄
樹
（
一
四
二
七
～
一
五
〇
八
）
の
『
桂
庵
和
尙

家
法
倭
點
』
に
「
普
光
院
殿
御
代
、
渡
唐
船ニ

雖モ
二
載
レ
新
㊟
來ル
ト一、
叢
林
不
レ
事ト
セ二
本

書ノ

之
學ヲ
一、
故ニ

不
レ
辯
二
新
古ノ

之
好
惡ヲ
一、
東
福
不
二
岐
陽
和
尙
、
一初メ

テ

講ス
二
此ノ

書ヲ
一
」
と
、

岐
陽
は
初
め
て
新
㊟
を
講
じ
た
と
述
べ
る
一
節
が
あ
る
が
、
こ
の
主
張
が
正
確
で

な
い
こ
と
は
住
吉
朋
彥
が
指
摘
し
て
い
る（

（2
（

。

實
際
、
宋
學
は
泉
涌
寺
開
山
の
俊
芿
（
一
一
六
六
～
一
二
二
七
）
が
初
め
て
日
本

に
傳
え
た
と
さ
れ
、
續
い
て
宋
か
ら
の
來
朝
僧
一
山
一
寧
（
一
二
七
四
～
一
三
一

七
）
が
日
本
に
紹
介
す
る
こ
と
で
叢
林
に
お
け
る
宋
學
の
受
容
は
す
で
に
始
ま
っ

て
い
た
。
例
え
ば
叢
林
の
碩
學
虎
關
師
鍊
（
一
二
七
八
～
一
三
四
六
）
や
中
巖
圓
⺼

（
一
三
〇
〇
～
一
三
七
五
）
は
儒
學
を
議
論
す
る
際
に
孟
子
・
荀
子
・
楊
雄
・
王
通
・

韓
愈
の
學
統
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
周
敦
頤
・
張
載
・
程
顥
・
程
頤
・
朱
熹
の

衟
學
も
視
野
に
入
れ
て
い
た
。
ま
た
、
五
山
叢
林
に
お
け
る
も
う
一
人
の
代
表
的

學
問
僧
の
義
堂
周
信
（
一
二
七
四
～
一
三
一
七
）
は
『
大
學
』
を
は
じ
め
『
四
書
』

に
通
曉
し
、
將
軍
足
利
義
滿
（
一
三
五
八
～
一
四
〇
八
）
に
對
し
て
新
㊟
と
古
㊟
の

相
違
や
『
四
書
』
の
學
習
法
な
ど
を
紹
介
し
た
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
五
山
僧
は
い
ず
れ
も
北
宋
の
學
僧
朙
敎
大
師
契
嵩
（
一
〇
〇
七
～
一
〇
七
二
）
を

模
範
と
し
、
主
に
佛
儒
一
致
を
說
く
も
の
で
、
儒
學
專
修
の
學
統
を
形
成
し
、
講

義
活
動
を
組
織
す
る
と
ま
で
は
い
か
な
か
っ
た
。
特
に
義
堂
は
儒
學
が
佛
學
の
補

助
に
過
ぎ
な
い
と
し
、
儒
學
を
專
修
す
る
僧
人
㊮
中
は
「
佛
法
外
衟
」
で
あ
る
と

子
』『
尙
書
』『
左
傳
』
を
學
ん
だ
こ
と（

（1
（

、
業
忠
が
長
祿
三
年
（
一
四
六
〇
）
頃
に

『
論
語
』『
尙
書
』『
左
傳
』
お
よ
び
「
諸
典
」
の
講
義
を
開
催
し
た
こ
と（

（2
（

な
ど
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

禪
僧
と
淸
原
家
の
知
的
交
涉
が
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
は
不
朙
だ
が
、
京
都

五
山
制
度
の
確
立
に
伴
っ
て
、
公
家
が
子
を
五
山
叢
林
で
修
行
さ
せ
、
出
家
さ
せ

る
と
い
う
動
き
が
現
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
禪
僧
と
一
部
の
公
家
儒
者
と

の
關
係
も
緊
密
さ
を
增
し
た
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
淨
居
庵
主
の
鶴
隱
周
紹
は
淸

原
家
の
出
身
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
公
家
子
弟
の
叢
林
進
出
を
き
っ
か
け
に
、
公
家

儒
者
と
叢
林
禪
僧
の
閒
に
漢
學
を
中
心
と
す
る
知
的
な
交
涉
が
本
格
的
に
展
開
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
の
知
的
交
涉
は
決
し
て
一
方
的
、
受
動
的
な
も
の
で
は
な
く
、

互
い
に
知
識
を
交
流
し
あ
う
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
瑞
溪
周
鳳
と

淸
原
業
忠
の
交
流
に
㊟
目
し
た
い
。

瑞
溪
周
鳳
（
一
三
九
二
～
一
四
七
三
）
の
日
記
『
臥
雲
日
件
錄
尤
拔
』
の
康
正
二

年
（
一
四
五
六
）
三
⺼
十
六
日
條
に
「
外
記
來
、
爐
閒
相
迎
。
彼
問
佛
敎
、
我
問

儒
敎
」
の
記
錄
が
あ
る
。「
外
記
」
と
は
業
忠
そ
の
人
で
あ
る
。
業
忠
は
佛
敎
に

つ
い
て
質
問
し
、
瑞
溪
は
儒
敎
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
い
う
。
ま
た
寬
正
七
年

（
一
四
六
六
）
二
⺼
三
日
條
に
「
外
記
常
忠
來
話
次
曰
、
四
書
大
全
永
樂
年
中
所
撰

也
、
論
語
三
省
三
臭
等
之
三
字
、
㊟
云
…
…
」
と
あ
っ
て
、
業
忠
（
法
名
常
忠
）

が
來
訪
し
て
『
四
書
大
全
』
お
よ
び
『
論
語
』
中
の
「
三
」
の
語
に
つ
き
語
り
あ

っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
記
事
に
よ
る
と
、
業
忠
は
し
ば
し
ば
瑞
溪
を
訪
ね
、
佛

敎
や
儒
敎
の
知
識
交
換
を
行
な
う
と
い
う
友
人
關
係
に
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
叢
林
禪
僧
と
公
家
儒
者
の
知
的
交
涉
こ
そ
、
桃
源
瑞
仙
の
經
史
學

が
形
成
さ
れ
た
要
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
關
し
て
桃
源
は
本
抄

の
「
太
史
公
自
序
」
の
最
後
に
「
余
之
言
、
乃
自
疆
北
禪
玉
渚
三
大
老
及
一
條
臺



中
世
五
山
禪
林
に
お
け
る
朱
子
學
の
受
容

一
七
一

强
く
非
難
し
て
い
た（
（2
（

。
こ
の
よ
う
に
、
五
山
叢
林
で
は
い
ち
早
く
宋
學
の
受
容
が

始
ま
っ
て
い
た
が
、
儒
典
の
學
統
の
形
成
は
も
っ
と
遲
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
岐

陽
の
『
四
書
』
講
義
と
い
う
の
は
叢
林
に
お
け
る
儒
學
專
修
の
學
統
が
確
立
し
始

め
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

岐
陽
の
門
下
雲
章
一
慶
は
元
代
の
禪
院
規
式
『
敕
修
百
丈
淸
規
』
を
講
ず
る
際

に
、
儒
學
、
特
に
宋
學
の
要
素
を
多
く
取
り
入
れ
て
い
る
。
特
に
『
敕
修
百
丈
淸

規
』
の
「
主
持
章
」
は
、
ほ
ぼ
『
大
學
』
を
め
ぐ
る
解
說
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

雲
章
の
儒
學
は
佛
學
の
補
助
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、『
敕
修

百
丈
淸
規
』
講
義
に
利
用
さ
れ
た
『
大
學
』
の
㊟
釋
と
「
性
」
說
に
お
け
る
講
說

の
立
て
方
は
一
條

良
の
講
義
錄
『
四
書
童
子
訓
』
と
一
致
す
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る（

（2
（

。
こ
れ
は
雲
章
と

良
が
同
じ
岐
陽
の
學
統
を
受
け
繼
ぐ
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
雲
章
の
『
敕
修
百
丈
淸
規
』
講
義
を
組
織
し
、
そ

の
內
容
を
筆
錄
し
た
の
は
桃
源
で
あ
っ
た
。
桃
源
は
『
敕
修
百
丈
淸
規
』
講
義
か

ら
儒
學
、
特
に
宋
學
の
思
想
を
學
ぶ
と
と
も
に
、
さ
ら
に
雲
章
を
介
し
て

良
の

儒
學
を
聞
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

瑞
溪
や
雲
章
の
よ
う
な
儒
僧
と
違
っ
て
、
一
條

良
と
淸
原
業
忠
は
、
い
ず
れ

も
儒
典
を
治
め
、
新
㊟
を
積
極
的
に
導
入
し
つ
つ
經
史
の
講
抄
活
動
に
取
り
組
ん

だ
公
家
儒
者
で
あ
っ
た
。

業
忠
は
朙
經
家
の
學
者
と
し
て
天
皇
や
將
軍
の
み
な
ら
ず
上
級
武
士
や
禪
僧
向

け
の
經
學
講
義
も
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
る（

（2
（

。
淸
原
家
の
朱
子
學
の
受
容
に
つ
い

て
は
不
朙
な
點
が
ま
だ
多
い
が
、
足
利
學
校
藏
『
禮
記
集
說
』
に
「
至
德
二
年
六

⺼
十
一
日
、
以
二
五
條
大
外
記
家
本
一
移
點
了
。
其
本
之
奧
書
曰
、
永
和
元
年
五

⺼
二
日
以
二
此
本
一
候
二
禁
裏
一
御
讀
訖
。
淸
原
良
賢
」
と
い
う
奧
書
が
あ
る（

（2
（

。

こ
れ
に
よ
れ
ば
業
忠
の
祖
父
良
賢
は
永
和
元
年
（
一
三
七
五
）
に
後
圓
融
院
（
一
三

五
九
～
一
三
九
三
）
に
『
禮
記
集
說
』
を
進
講
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た

良
賢
の
講
義
錄
に
『
應
長
二
十
七
年
論
語
抄
』
と
い
う
抄
物
が
殘
っ
て
お
り
、
そ

の
中
で
は
朱
子
學
の
新
㊟
を
大
量
に
引
用
し
て
い
る（

（2
（

。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
見
て

も
、
良
賢
が
新
㊟
を
受
容
し
て
い
た
こ
と
は
閒
違
い
な
い
。
ま
た
業
忠
は
歬
述
の

よ
う
に
瑞
溪
周
鳳
と
『
四
書
大
全
』
の
情
報
を
交
換
す
る
だ
け
で
な
く
、
四
書
の

講
義
を
た
び
た
び
開
催
し
た
と
い
う
記
錄
も
殘
っ
て
い
る（

（2
（

。
一
方
、
五
攝
家
の
一

條

良
は
祖
父
經
通
（
一
三
五
八
～
一
四
一
八
）
と
岐
陽
方
秀
の
影
響
に
よ
り
經
學
、

特
に
朱
子
學
に
關
心
を
寄
せ
て
い
た
。
日
本
最
初
の
『
四
書
集
㊟
』
講
義
錄
『
四

書
童
子
訓
』
を
著
述
す
る
ほ
か
、『
日
本
書
紀
』
神
代
卷
を
㊟
釋
す
る
際
に
も
朱

子
學
の
知
識
を
利
用
し
て
い
る（

（2
（

。

桃
源
は
彼
ら
か
ら
、
具
體
的
に
ど
の
よ
う
な
敎
え
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

芳
賀
幸
四
郞
と
和
島
芳
男
は
『
百
衲
襖
』
五
の
識
語
に
、

日
本
ノ
大
外
記
環
翠
老
人
淸
三
位
法
名
常
忠
ハ
得
講
書
三
代
第
一
等
ノ
名
儒

ナ
リ
、
歬
關
白
一
條
殿
下
ニ
次
テ
ハ
古
今
無
雙
ノ
名
儒
也
、
余
皆
陪
其
講

莚
、
親
聽
緖
論
矣（

（3
（

。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
桃
源
が
業
忠
（
常
忠
）
か
ら
『
易
學
諬
蒙
』
の
講
義
を
受
け

た
と
推
定
し
て
い
る
。
た
だ
し
、『
百
衲
襖
』
は
『
易
學
諬
蒙
』
の
抄
物
で
は
な

く
『
易
經
』
の
抄
物
で
あ
り
、
こ
の
部
分
の
『
百
衲
襖
』
は
既
に
燒
失
し
た
た
め（

（3
（

、

現
在
、
原
文
の
確
認
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
こ
に
は
業
忠
以
外
に
一
條

良

（「
歬
關
白
一
條
殿
下
」）
の
名
歬
も
擧
が
っ
て
い
る
が
、
彼
ら
が
『
易
學
諬
蒙
』
の

講
義
を
受
け
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
た
だ
し
『
不
二
遺
稿
』
の
記
述
に

よ
る
と

良
の
師
岐
陽
は
『
易
學
諬
蒙
』
を
學
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ

ば
桃
源
は

良
か
ら
『
易
學
諬
蒙
』
を
受
け
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
な
る（
（3
（

。

良
や
業
忠
の
講
義
と
し
て
本
抄
の
中
で
は
っ
き
り
確
認
で
き
る
の
は
『
禮

記
』
で
あ
る
。「
孝
文
本
紀
」「
巳
下
服
大
紅
十
五
日
小
紅
十
四
日
纎
七
日
釋
服
」

條
に
「
蕉
了
子
ハ
始
十
卷
ヲ
ハ
、
一
條
大
閣
ノ
講
ヲ
聞
ク
、
末
十
卷
ヲ
ハ
、
外
記
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環
翠
翁
ノ
講
ヲ
聞
タ
ソ
」
と
あ
っ
て
、

良
と
業
忠
か
ら
『
禮
記
』
を
十
卷
ず
つ

受
講
し
た
と
い
う
。『
禮
記
』
の
內
容
は
二
十
卷
に
と
ど
ま
ら
な
い
し
、
講
義
の

記
錄
も
殘
っ
て
い
な
い
た
め
、
い
か
な
る
講
釋
內
容
だ
っ
た
の
か
は
朙
ら
か
に
し

え
な
い
。
た
だ
、
歬
述
の
よ
う
に
業
忠
の
祖
父
良
賢
は
『
禮
記
集
說
』
を
進
講
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
田
村
航
の
調
査
に
よ
る
と
、

良
は
衞
湜
（
一
二
二

四
～
一
二
六
四
）
の
『
禮
記
集
說
』
を
見
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
衞
湜
の
『
禮

記
集
說
』
は
『
禮
記
』
に
關
す
る
諸
㊟
を
集
成
し
、
そ
の
中
に
朱
熹
の
『
禮
記
』

說
も
引
用
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
桃
源
は

良
や
業
忠
の
『
禮
記
』
講
義
を
受
け

た
際
に
、
上
述
し
た
よ
う
な
『
家
禮
』
の
內
容
を
聞
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
桃
源
は
遲
く
と
も
長
祿
元
年
（
一
四
五
七
）
の
頃
に
は
瑞
溪
門
下
と
な

っ
て
い
る（

（3
（

。
そ
れ
は
先
に
觸
れ
た
瑞
溪
と
業
忠
が
『
四
書
大
全
』
と
『
論
語
』
の

「
三
」
の
語
に
つ
き
語
り
あ
っ
た
頃
の
こ
と
で
あ
り
、
桃
源
は
瑞
溪
を
通
し
て
そ

の
議
論
を
聞
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、『
四
書
大
全
』
と
『
五
經
大
全
』
は

永
樂
十
三
年
（
一
四
一
五
）
中
國
で
刊
行
さ
れ
た
書
物
で
あ
り
、
業
忠
と
瑞
溪
の

對
話
か
ら
見
る
と
、
瑞
溪
は
『
四
書
大
全
』
に
關
し
て
は
ま
だ
十
分
詳
し
く
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
本
抄
中
で
『
五
經
大
全
』
と
『
四
書
大
全
』

の
記
述
を
多
數
引
用
す
る
の
は
業
忠
か
ら
の
影
響
が
强
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

一
方
、

良
の
場
合
、
桃
源
は
『
禮
記
』
以
外
に

良
か
ら
何
を
聽
講
し
た
か

は
朙
言
し
て
い
な
い
が
、

良
の
著
述
『
四
書
童
子
訓
』
中
に
は
『
大
學
章
句
』

『
大
學
或
問
』
だ
け
で
は
な
く
、『
四
書
輯
釋
』
か
ら
の
引
用
も
見
え
る
。
住
吉
朋

彥
は
こ
れ
が

良
の
朱
子
學
に
對
す
る
組
織
的
理
解
を
示
す
も
の
と
指
摘
し
て
い

る（
（3
（

。
ま
た
、

良
は
『
江
家
次
第
』
を
談
義
す
る
際
に
も
、『
四
書
章
圖
纂
釋
』

を
利
用
し
た
ら
し
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
桃
源
の
『
四
書
輯
釋
』
に

關
す
る
知
識
は

良
か
ら
受
け
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、

良
か
ら
『
日
本
書
紀
』
の
講
義
を
受
け
た
可
能
性
も
㊟
意
さ
れ

る
。
桃
源
は
『
史
記
』『
漢
書
』
の
抄
物
以
外
に
、『
日
本
書
紀
』
の
抄
物
も
殘
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
同
抄
の
內
容
が
吉
田
家
の
神
衟
思
想
に
も
と
づ
く
こ
と
は

す
で
に
蔭
木
英
雄
が
指
摘
し
て
い
る（

（3
（

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
吉
田

俱
（
一
四
三
五

～
一
五
一
一
）
の
『
日
本
書
紀
』
講
義
を
受
け
た
歬
述
の
公
家
壬
生
雅
久
の
影
響

と
さ
れ
る
が
、

良
の
影
響
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

周
知
の
よ
う
に
、
一
條
家
は
實
經
（
一
二
三
三
～
一
二
八
四
）
と
家
經
（
一
二
四

八
～
一
二
九
四
）
の
代
に
卜
部

文
か
ら
『
日
本
書
紀
』
の
講
義
を
受
け
る
ほ
か
、

卜
部
氏
お
よ
び
そ
の
嫡
流
吉
田
家
と
深
く
緣
を
結
ん
だ
。

良
の
父
經
嗣
（
一
三

五
八
～
一
四
一
八
）
は
吉
田

熈
（
一
三
四
八
～
一
四
〇
二
）
か
ら
『
日
本
書
紀
』
三

十
卷
の
祕
說
を
傳
授
さ
れ
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
『
日
本
書
紀
』
が
一
條
家

の
㊒
職
學
の
一
部
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
桃
源
の
『
日
本
書
紀
』
抄
物

は
壬
生
雅
久
の
影
響
も
あ
る
が
、
吉
田
神
衟
を
㊒
職
學
と
す
る

良
か
ら
の
影
響

を
受
け
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
㊟
目
し
た
い
の
は
康
正
年
閒
（
一
四
五
五
～
一
四
五
七
）、

良
が
禁
裏

に
『
日
本
書
紀
』
神
代
卷
の
講
義
を
行
な
い
、
そ
の
講
義
の
手
控
え
ノ
ー
ト
を
も

と
に
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
と
い
う
㊟
釋
書
を
作
成
し
た
こ
と
で
あ
る（

（3
（

。
そ
し
て
、

良
は
こ
の
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
に
お
い
て
本
文
を
㊟
釋
す
る
際
、『
周
禮
』『
尙

書
』『
史
記
』『
中
庸
』『
孝
經
』
な
ど
經
書
だ
け
で
な
く
、『
禮
記
集
說
』
か
ら
程

頤
、
張
載
、
朱
熹
の
鬼
神
論
ま
で
も
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（3
（

。
こ
の
こ
と
は
、

經
書
や
㊟
釋
書
を
利
用
し
て
『
史
記
』
の
本
文
を
註
釋
す
る
桃
源
の
方
法
が
、

良
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

以
上
の
よ
う
に
、
桃
源
が
叢
林
の
舊
來
の
あ
り
方
を
打
破
し
て
、
そ
れ
と
は
異

な
る
學
風
を
持
ち
込
ん
だ
背
景
に
、
儒
學
を
め
ぐ
る
一
部
の
禪
僧
と
公
家
儒
者
と

の
閒
の
知
的
交
涉
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
、
桃
源
は
單
に
受
動
的

に
公
家
儒
者
の
敎
え
を
受
け
入
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
公
家
儒
者
か
ら
受
け
た
經



中
世
五
山
禪
林
に
お
け
る
朱
子
學
の
受
容

一
七
三

學
の
知
識
を
活
か
し
つ
つ
、
當
時
入
手
可
能
だ
っ
た
經
書
を
可
能
な
限
り
利
用
し

て
詳
細
な
『
史
記
』
㊟
釋
を
作
成
し
た
と
い
う
點
に
桃
源
の
特
色
が
認
め
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
。お

わ
り
に

本
稿
で
は
桃
源
瑞
仙
の
『
史
記
抄
』
の
中
で
用
い
ら
れ
る
朱
子
學
關
連
記
述
を

め
ぐ
っ
て
考
察
を
行
な
う
と
と
も
に
、
叢
林
の
學
風
の
變
化
や
禪
僧
と
公
家
儒
者

の
交
涉
に
つ
い
て
檢
討
し
た
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
思
い
の
ほ
か
廣
い
範
圍

に
及
ぶ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
一
に
、
桃
源
の
『
史
記
抄
』
の
中
に
は
朱
子
學
關
連
內
容
が
大
量
に
見
い

だ
さ
れ
る
と
い
う
事
實
で
あ
る
。『
四
書
集
㊟
』、『
論
語
或
問
』、『
孟
子
或
問
』、

『
書
集
傳
』、
陳
澔
の
『
禮
記
集
說
』、
倪
士
毅
『
四
書
輯
釋
』、
王
元
善
『
四
書
通

考
』、
程
復
心
『
四
書
章
圖
纂
釋
』、『
五
經
大
全
』、『
四
書
大
全
』、『
㊮
治
通
鑑

綱
目
』、『
詩
集
傳
』、『
家
禮
』、『
易
學
諬
蒙
』、『
朱
子
語
類
』
な
ど
の
書
籍
群
で

あ
っ
て
、
室
町
中
朞
に
お
け
る
朱
子
學
受
容
の
實
例
と
し
て
極
め
て
興
味
深
い
。

こ
の
う
ち
『
家
禮
』
の
引
用
は
、
お
そ
ら
く
日
本
に
お
け
る
同
書
の
最
も
早
い
引

用
例
と
し
て
も
㊟
意
さ
れ
る
。

第
二
に
、
桃
源
が
朱
子
學
を
含
む
經
史
關
連
の
書
籍
を
多
數
利
用
し
て
『
史

記
』
本
文
の
記
述
を
比
較
考
察
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
單
に
朱
熹
の

㊟
を
用
い
た
解
釋
と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
歷
史
を
經
學
お
よ
び
朱
子
學
的

觀
點
か
ら
解
釋
す
る
と
い
う
傾
向
を
帶
び
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
抄
で
は
十
分
展

開
さ
れ
て
い
な
い
が
、
正
統
論
や
大
義
名
分
論
に
觸
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
よ
う

な
經
書
と
史
書
を

學
す
る
こ
と
か
ら
す
る
歸
結
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
う
し
た
史

學
は
從
來
の
叢
林
漢
學
と
は
異
な
る
特
色
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
ま
た
、
そ
れ
ま
で
の
叢
林
漢
學
が
佛
學
に
依
存
し
、
詩
文
を
重
視

し
て
經
史
の
學
問
を
輕
視
し
て
い
た
の
と
も
當
然
違
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
學

風
を
批
判
し
て
著
さ
れ
た
『
史
記
抄
』
は
當
時
の
叢
林
漢
學
が
佛
學
か
ら
離
脫
し

始
め
た
こ
と
を
示
す
一
つ
の
象
徵
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

第
三
に
、
こ
の
叢
林
漢
學
界
に
お
け
る
學
風
の
轉
換
は
公
家
儒
者
と
深
い
關
わ

り
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
室
町
時
代
に
お
い
て
は
京
都
五
山
制
度
の
成
立
と

と
も
に
、
公
家
出
身
の
禪
僧
も
增
え
て
い
く
。
こ
の
流
れ
の
中
で
禪
僧
と
公
家
儒

者
の
漢
學
を
め
ぐ
る
知
的
交
涉
も
ま
す
ま
す
密
接
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
桃
源
は

そ
の
恩
惠
を
受
け
た
一
人
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
竺
雲
等
連
、
瑞
溪
周
鳳
、
雲
章
一

慶
、
牧
中

祐
と
い
っ
た
禪
僧
の
み
な
ら
ず
、
名
高
い
公
家
儒
者
で
あ
り
朱
子
學

に
造
詣
の
深
か
っ
た
淸
原
業
忠
や
一
條

良
の
漢
學
に
關
す
る
講
義
も
受
け
た
の

で
あ
り
、
こ
う
し
た
重
層
的
な
學
問
經
歷
こ
そ
桃
源
が
そ
れ
ま
で
の
叢
林
の
學
風

を
打
破
で
き
た
要
因
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
叢
林
と
公
家
儒
者
と
の
知
的
交
涉
は
從
來
の
硏
究
で
も
指
摘
さ
れ
て

き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
朱
子
學
の
受
容
狀
況
も
含
め
て
よ
り
詳
細
な
調
査
、
考
察

が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

㊟
（
１
）　

國
語
學
に
關
し
て
は
三
々
尻
浩
「
漢
文
和
讀
史
上
ヨ
リ
見
タ
ル
室
町
時
代
ノ
抄
物

ニ
就
テ
」（『
謄
寫
版
本
『
史
記
抄
』
付
錄
』、
一
九
三
七
年
）、
湯
澤
幸
吉
郞
『
室
町

時
代
の
言
語
硏
究
』（
風
閒
書
房
、
一
九
五
五
年
）、
大
塚
光
信
「
史
記
抄
の
諸
史
記

抄
の
本
文
―
漢
書
抄
と
の
關
係
か
ら
」（『
國
語
國
文
論
集
』
一
號
、
一
九
七
〇
年
）、

山
田

「
史
記
抄
に
お
け
る
助
動
詞
「
ウ
」「
ウ
ズ
」
の
考
察
」（『
國
學
院
雜
誌
』

七
六
卷
〔
七
〕、
一
九
七
五
年
）、
壽
嶽
章
子
「
史
記
抄
の
文
章
」（『
室
町
時
代
語
の

表
現
』、
淸
文
堂
出
版
、
一
九
八
三
年
）、
田
籠
博
「
中
世
語
彙
㊮
料
と
し
て
の
『
史

記
抄
』」（『
島
大
國
文
』
四
十
三
號
、
二
〇
一
五
年
）、
坂
水
貴
司
「
京
都
大
學
附
屬
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圖
書
館
淸
家
文
庫
藏
『
史
記
抄
』
淸
原
宣
賢
書
寫
部
分
に
お
け
る
漢
字
音
の
音
形
に

つ
い
て
」（『
論
叢
國
語
敎
育
學
』
一
四
號
、
二
〇
一
三
年
）
田
中
尙
子
「
室
町
朞
に

お
け
る
中
國
史
書
硏
究
の
背
景
―
『
史
記
抄
』
が
繙
く
日
本
紀
の
世
界
―
」（『
日
本

文
學
』
七
十
卷
六
號
、
二
〇
二
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
２
）　

文
學
に
關
し
て
は
、
田
中
靖
子
「『
太
平
記
』
に
お
け
る
『
史
記
』
受
容
の
一
側

面
：
項
羽
の
垓
下
歌
を
中
心
に
」（『
學
習
院
大
學
國
語
國
文
學
會
誌
』
五
八
號
、
二

〇
一
五
年
）、
山
中
延
之
「
桃
源
瑞
仙
『
史
記
抄
』
の
こ
と
わ
ざ
「
袴
下
辱
（
こ
か

の
は
じ
）」
に
つ
い
て
」（『
ア
ジ
ア
遊
學
』
一
一
一
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
。　
　

（
３
）　

史
學
に
關
し
て
は
、
大
島
利
一
「
桃
源
瑞
仙
の
史
記
抄
を
讀
む
」（『
東
方
學
報
』

京
都
・
五
號
、
一
九
三
九
年
）、
蔭
木
英
雄
「
桃
源
瑞
仙
の
史
學
―
史
記
抄
を
中
心

に
」（『
東
洋
文
化
』
四
號
、
一
九
七
〇
年
）、
田
中
尙
子
「『
史
記
抄
』
に
お
け
る
日

本
關
連
敍
述
―
『
漢
書
抄
』
第
一
册
と
の
關
わ
り
か
ら
」（『
室
町
の
學
問
と
知
の
繼

承
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）
が
あ
る
。

（
４
）　

醫
學
に
關
し
て
は
、
田
中
尙
子
「『
史
記
抄
』「
扁
鵲
倉
公
傳
」
に
み
る
桃
源
瑞
仙

の
志
向
性
：
室
町
朞
の
學
者
た
ち
と
醫
學
・
醫
書
」（『
室
町
の
學
問
と
知
の
繼
承
』

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）
參
照
。

（
５
）　

足
利
衍
述
『
鐮
倉
室
町
時
代
之
儒
敎
』（
㊒
朙
書
房
、
一
九
七
〇
年
）。

（
６
）　

蔭
木
英
雄
「
桃
源
瑞
仙
に
つ
い
て
」（『
相
愛
大
學
硏
究
論
集
』
三
卷
、
一
九
八
七

年
）。

（
７
）　

今
泉
淑
夫
『
桃
源
瑞
仙
年
譜
』（
春
秋
社
、
一
九
九
三
年
）。

（
８
）　

た
だ
し
、
朱
熹
は
『
左
傳
』
に
は
㊟
し
て
い
な
い
。

（
９
）　
『
大
日
本
史
料　

第
八
編
二
十
九
』（
東
京
大
學
出
版
會
、
一
九
七
四
年
）
一
四
～

一
七
頁
を
參
照
。

（
10
）　

柳
田
征
司
「
抄
物
目
錄
稿
（
原
典
漢
籍
經
史
子
類
の
部
）」（『
訓
點
語
と
訓
點
㊮

料
』
七
〇
、
一
九
八
三
・
八
）。

（
11
）　

吾
妻
重
二
彙
校
『《
朱
子
家
禮
》
宋
本
彙
校
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
二
〇

年
）
八
九
頁
以
下
。

（
12
）　

吾
妻
重
二
「
近
世
儒
敎
の
祭
祀
儀
禮
と
木
主
・
位
牌
―
朱
熹
の
『
家
禮
』
の
一
展

開
」、
吾
妻
重
二
・
黃
俊
傑
編
『
東
ア
ジ
ア
世
界
と
儒
敎
』（
東
方
書
店
、
二
〇
〇
五

年
）
一
九
五
頁
。

（
13
）　

佐
野
公
治
『
四
書
學
史
の
硏
究
』（
創
文
社
、
一
九
八
八
年
）
二
三
三
頁
。

（
14
）　

山
中
延
之
「『
易
』
の
抄
物
に
よ
る
日
本
語
史
硏
究
」（
京
都
大
學
博
士
論
文
、
二

〇
一
五
年
）。

（
15
）　

㊟
（
７
）
今
泉
淑
夫
『
桃
源
瑞
仙
年
譜
』
一
一
九
～
一
二
二
頁
。

（
16
）　

大
塚
光
信
編
『
續
抄
物
㊮
料
集
成
八　

百
丈
淸
規
抄
』（
淸
文
堂
、
一
九
八
〇
年
）

二
六
七
頁
。

（
17
）　

阿
部
隆
一
「
室
町
以
歬
邦
人
撰
述
論
語
孟
子
㊟
釋
書
（
上
）」（『
斯
衟
文
庫
論
集
』

二
號
、
一
九
六
三
年
）
三
一
～
九
八
頁
。
川
本
愼
自
『
中
世
禪
宗
の
儒
學
學
習
と
科

學
知
識
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
二
一
年
）、
上
野
太
祐
「
世
阿
彌
と
『
毛
詩
』
を
つ

な
ぐ
も
の
―
『
音
曲
口
傳
』
第
六
條
の
「
正
し
き
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
書
物
・
出

版
と
社
會
變
容
』
二
二
號
、
二
〇
一
六
年
）
八
三
～
一
〇
一
頁
。

（
18
）　
『
碧
山
日
錄
』
寬
正
二
年
四
⺼
二
十
六
日
條
ほ
か
。

（
19
）　
『
碧
山
日
錄
』
長
祿
三
年
二
⺼
十
三
日
條
、「
過
春
公
之
宅
歬
、
外
史
淸
忠
公
相
會

也
、
予
素
學
論
語
・
孟
子
・
尙
書
・
毛
詩
及
左
傳
於
此
人
也
。」

（
20
）　
『
碧
山
日
錄
』
長
祿
三
年
二
⺼
二
十
三
日
條
、「
而
外
史
業
公
、
積
精
深
思
、
通
逹

其
旨
、
頃
大
開
講
肆
、
議
說
論
語
・
尙
書
・
左
氏
傳
及
諸
典
、
其
辨
如
飜
波
、
天
下

學
者
皆
師
之
。」

（
21
）　

和
島
芳
男
『
日
本
宋
學
史
の
硏
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
）
一
一
二
～

一
一
三
頁
。
㊟
（
５
）
足
利
衍
述
『
鐮
倉
室
町
時
代
之
儒
敎
』
五
四
三
～
五
五
〇
頁
。

（
22
）　

住
吉
朋
彥
「
不
二
和
尙
岐
陽
方
秀
の
事
績
―
儒
衟
二
敎
に
於
け
る
―
」（『
書
陵
部

紀
要
』
四
七
、
一
九
九
六
年
三
⺼
）。

（
23
）　

㊟
（
17
）
川
本
愼
自
『
中
世
禪
宗
の
儒
學
學
習
と
科
學
知
識
』
九
三
～
九
五
頁
。



中
世
五
山
禪
林
に
お
け
る
朱
子
學
の
受
容

一
七
五

（
24
）　

住
吉
朋
彥
「『
四
書
童
子
訓
』
の
經
學
と
そ
の
淵
源
」（『
中
世
文
學
』
三
九
、
一

九
九
四
年
六
⺼
）

（
25
）　

㊟
（
５
）
足
利
衍
述
『
鐮
倉
室
町
時
代
之
儒
敎
』
四
六
六
～
四
七
〇
頁
。

（
26
）　

和
島
芳
男
「
淸
家
の
點
本
と
そ
の
家
學
上
」（『
神
戶
女
學
院
大
學
論
集
』
第
九
卷

〔
三
〕、
一
九
六
三
年
）。

（
27
）　

吳
美
寧
氏
の
調
査
に
よ
る
と
、『
應
永
二
十
七
年
論
語
抄
』
の
中
に
百
三
十
一
箇

所
（
六
四
％
）
に
古
㊟
、
十
七
箇
所
（
七
％
）
に
新
㊟
、
五
十
四
箇
所
（
二
二
％
）

に
古
㊟
・
新
㊟
の
兩
方
を
引
用
し
て
い
る
。
吳
美
寧
『
日
本
に
お
け
る
論
語
の
訓

讀
史
の
硏
究
：
中
國
側
㊟
釋
書
と
の
關
連
に
㊟
目
し
て
』（
北
海
衟
大
學
博
士
論
文
、

二
〇
〇
一
年
）
を
參
見
。

（
28
）　
『
康
富
記
』
嘉
吉
三
年
六
⺼
十
二
條
。『
建
內
記
』
文
安
四
年
三
⺼
六
日
條
。

（
29
）　

㊟
（
５
）
足
利
衍
述
『
鐮
倉
室
町
時
代
之
儒
敎
』
五
四
三
～
五
五
〇
頁
。
㊟

（
26
）
和
島
芳
男
『
日
本
宋
學
史
の
硏
究
』
二
〇
七
～
二
一
二
頁
。

（
30
）　

こ
の
識
語
は
㊟
（
９
）『
大
日
本
史
料　

第
八
編
之
二
十
九
』
三
七
頁
に
收
錄
。

（
31
）　

東
京
帝
國
大
學
所
藏
の
『
百
衲
襖
』
原
本
は
關
東
大
震
災
の
時
燒
失
し
た
。
㊟

（
７
）
今
泉
淑
夫
『
桃
源
瑞
仙
年
譜
』
八
一
頁
。

（
32
）　

㊟
（
22
）
住
吉
朋
彥
「
不
二
和
尙
岐
陽
方
秀
の
事
績
―
儒
衟
二
敎
に
於
け
る
―
」。

（
33
）　

今
泉
淑
夫
は
桃
源
の
瑞
溪
入
門
時
朞
に
つ
い
て
、
文
安
二
年
（
一
四
四
五
）
と
長

祿
元
年
（
一
四
五
七
）
の
二
つ
の
可
能
性
が
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
。
㊟
（
７
）
今

泉
淑
夫
『
桃
源
瑞
仙
年
譜
』
三
八
～
四
〇
頁
參
照
。

（
34
）　

㊟
（
24
）
住
吉
朋
彥
「『
四
書
童
子
訓
』
の
經
學
と
そ
の
淵
源
」。

（
35
）　

㊟
（
６
）
蔭
木
英
雄
「
桃
源
瑞
仙
に
つ
い
て
」
一
三
六
～
一
二
五
頁
。

（
36
）　

近
藤
喜
博
「
日
本
書
紀
纂
疏
の
成
立
」（『
ビ
ブ
リ
ア
天
理
圖
書
館
報
』
九
、
一
九

五
七
年
）
七
～
一
〇
頁
。

（
37
）　

住
吉
朋
彥
「
日
本
書
紀
纂
疏
―
宋
學
受
容
の
一
面
―
」（『
國
文
學
解
釋
と
鑑
賞
』

六
四
〔
三
〕、
一
九
九
九
年
）
六
七
～
七
四
頁
。




